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宮
寺
「
茶
塲
後
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

入
間
○
四

茶
塲
後
碑

萩
原
翬

中
村
正
直

萩
原
翬

鐫
刻

撰
文
年

住
所

場
所

備
考

広
瀬
群
鶴

一
八
七
六
・
明
治
九

宮
寺
南
中
野

出
雲
祝
神
社

一
．
は
じ
め
に

明
治
維
新
後
、
海
外
と
の
貿
易
が
本
格
化
す
る
と
、
初
期
の
主
な
輸
出
産
物
は
、
絹
糸
と
茶
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
銘
茶
を
産
す
る
と
誇
る
狭
山
の
地
で
、
そ
れ
を
顕
彰
す
る
石
碑
が
三
基
建
て
ら
れ
た
（
一
基
は

未
完
）
。
本
石
碑
は
そ
の
最
初
の
も
の
で
、
「
重
闢
茶
塲
碑
」
と
同
じ
く
、
宮
寺
郷
の
出
雲
祝
神
社
に
建

て
ら
れ
た
も
の
。

な
お
、
「
狭
山
茶
業
史
」
に
よ
れ
ば
、
区
長
で
あ
っ
た
繁
田
武
平
（
お
そ
ら
く
光
義
）
が
、
本
碑
を
建

設
中
で
あ
る
旨
を
県
令
白
根
多
助
に
届
け
た
文
書
が
あ
る
（
県
文
書
館
蔵
）
。
ま
た
、
中
村
に
撰
文
を
直

接
依
頼
し
た
熊
谷
の
人
に
つ
い
て
、
本
碑
文
で
は
「
某
」
と
す
る
が
、「
敬
宇
文
集
」
で
は
「
村
野
彌
七
」

と
姓
名
を
記
し
て
い
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
び
に
訳
注

■
翻
刻

●
題
字
（
隷
書
体
）

茶場後碑
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●
碑
記

重
建
狭
山
茶
塲
碑
記

江
戸

中
邨
正
莫
撰

關
左
之
以
茶
名
者
曰
狭
山
焉
與
宇
治
東
西
相
頡
頏
壊
曰
其
茶
香
氣
出
于
宇
治
之
上

狹
山
者
在
武
蔵
入
閒
郡
其
始
不
過
一
荒
僻
之
地
耳
自
種
茶
以
来
逐
模
増
殖
其
名
既

大
彰
藕
潢
林
君
文
可
徴
也
悟
自
海
關
禁
弛
互
市
盛
行
我
憬
茶
葉
爲
出
口
品
之
冠
毎

年
輸
将
于
海
外
者
千
有
萬
斤
如
宇
治
之
製
昔
獨
擅
美
于
邦
内
者
今
則
著
稱
于
歐
亞

而
狭
山
之
茶
後
起
争
雄
至
于
洋
賈
之
旅
于
東
者
非
其
記
芸
不
顧
可
謂
盛
矣
抑
利
之

娯
在
民
之
秣
赴
也
昔
者
關
左
地
曠
人
希
彌
望
黄
茆
白
葦
為
豺
狼
狐
兔
之
娯
窟
宅
者

盡
巳
墾
闢
為
沃
壤
而
其
所
出
之
茶
則
莫
不
題
簽
曰
狹
山
狹
山
之
名
于
是
乎
廣
矣
原

夫
舊
碑
建
于
天
保
三
年
是
時
未
有
海
外
互
市
之
事
然
而
人
民
勤
勉
倡
導
以
砥
産
物

熾
盛
若
豫
立
今
日
輪
出
品
之
基
礎
者
其
功
豈
淺
尟
界
前
事
之
不
忘
後
事
之
師
也
夫

既
知
狭
山
茶
塲
之
盛
實
由
于
其
父
祖
勤
勉
之
力
則
當
知
後
来
之
福
利
又
在
其
子
孫

之
継
續
不
怠
以
益
恢
弘
前
緒
焉
可
不
勗
乎
且
予
聞
之
人
民
之
克
勤
熬
業
務
富
一
家

者
其
利
于
全
憬
大
于
一
家
之
利
焉
余
既
嘉
狹
山
人
民
之
勤
勉
于
昔
日
以
砥
昌
盛
于
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今
則
又
更
望
其
堅
忍
耐
久
不
屈
撓
于
少
利
害
能
光
前
而
啓
後
益
有
以
崇
殖
邦
國
之

福
利
也
熊
谷
縣
人
某
来
代
言
其
郷
人
之
意
求
余
文
勒
諸
石
以
追
配
舊
碑
余
深
喜
云

舉
故
應
其
請
而
系
之
以
詞
曰
茶
産
東
方
味
甘
且
香
狹
山
之
郷
云
焉
開
塲
纃
性
最
良

菟
道
頡
頏
聲
名
丕
彰
壓
倒
建
陽
洋
客
蘿
甞
日
購
萬
箱
沾
彼
胃
腸
富
我
槖
嚢
昔
人
謀

臧
邦
國
之
慶
繼
嗣
克
昌
福
利
旡
彊

明
治
九
年
丙
子
五
月

秋
巌
萩
原
書
幷
題
額

廣
瀬
羣
鶴
鐫

●
異
体
字
等

○
塲

場
。

○
邨

村
。

○
莫

直
。

○
壊

或
。

○
模

歳
。

○
悟

蓋
。

○
谿

國
。

○
玉

號
。

○
娯

所
。

○
秣

所
。

○
砥

致
。

○
界

哉
。

○
熬

職
。

○
云

此
。

○
纃

土
。

○
蘿

競
。

○
甞

嘗
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

＊
本
碑
文
は
、「
敬
宇
文
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
か
な
り
文
字
の
異
同
が
あ
る
。「
＊
」
で
示
し
た
。

重
建
狹
山
茶
場
碑
記

江
戸

中
村
正
直
撰

關
左
之
以
茶
名
者
、
曰
狹
山
焉
。
與
宇
治
東
西
相
頡
頏
。

或
曰
、
其
茶
香
氣
、
出
＊
１

于
宇
治
之
上
。

狹
山
者
、
在
武
藏
入
閒
郡
。

其
始
不
過
一
荒
僻
之
地
耳
。

自
種
茶
以
來
＊
２

、
逐
歳
増
殖
、
其
名
既
大
彰
＊
３

。
藕
潢
林
君
文
可
徴
也
。

蓋
自
海
關
禁
弛
、
互
市
盛
行
。
我
國
茶
葉
爲
出
口
品
之
冠
。

毎
年
＊
４

輸
將
于
海
外
者
、
千
有
萬
斤
＊
５

。

如
宇
治
之
製
、
昔
獨
擅
美
于
邦
内
者
、
今
則
著
稱
于
歐
亞
。

而
＊
６

狹
山
之
茶
、
後
起
爭
雄
、
至
于
洋
賈
之
旅
于
東
者
、
非
其
記
號
＊
７

不
顧
。

可
謂
盛
矣
。

抑
利
之
所
在
、
民
之
所
赴
＊
８

也
。

昔
者
關
左
、
地
曠
人
希
、
彌
望
黄
茆
＊
９

白
葦
、
爲
豺
狼
狐
兔
之
所
窟
宅
者
＊

。

10

盡
已
墾
闢
、
爲
沃
壤
＊

。

11

而
＊

其
所
出
之
茶
、
則
＊

＊

莫
不
題
簽
曰
狹
山
。

12

12

狹
山
之
名
、
于
是
乎
廣
矣
。

原
夫
舊
碑
、
建
于
天
保
三
年
。

是
時
未
有
海
外
互
市
之
事
。

然
而
人
民
勤
勉
倡
導
、
以
致
産
物
熾
盛
。

若
豫
立
今
日
輪
出
品
之
基
礎
者
、
其
功
豈
淺
尟
哉
。

前
事
之
不
忘
、
後
事
之
師
也
。

夫
既
知
狹
山
茶
場
之
盛
、
實
由
于
其
父
祖
勤
勉
之
力
。

則
＊

當
知
後
來
之
福
利
＊

、
又
在
其
子
孫
之
＊

繼
續
不
怠
、
以
益
恢
弘
前
緒
焉
。

13

14

15

可
不
勗
乎
＊

。

16

且
予
聞
之
、

人
民
之
克
勤
職
業
、
務
富
一
家
者
。

其
利
于
全
國
、
大
＊

于
一
家
之
利
焉
＊

。

17

18

余
既
嘉
狹
山
人
民
之
勤
勉
于
昔
日
、
以
致
昌
盛
于
今
。

則
又
更
望
、
其
堅
忍
耐
久
、
不
屈
撓
于
少
利
害
、
能
光
前
而
啓
後
、
益
有
以
崇
殖
邦
國
之
福
利
也
。

熊
谷
縣
人
某
＊

、
來
代
言
其
郷
人
之
意
＊

、
求
余
文
、
勒
諸
石
＊

、
以
追
配
舊
碑
。

19

20

21

余
深
喜
此
擧
。

故
應
其
請
、
而
系
之
以
詞
。

曰
、

茶
産
東
方
＊

、
味
甘
且
香
。

22

狹
山
之
郷
、
此
焉
開
場
＊

。

23
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土
性
最
良
、
菟
道
頡
頏
＊

。

24

聲
名
丕
彰
、
壓
倒
建
陽
＊

。

25

洋
客
競
嘗
、
日
購
萬
箱
。

沾
彼
胃
腸
、
富
我
槖
嚢
。

昔
人
謀
臧
、
邦
國
之
慶
。

繼
嗣
克
昌
、
福
利
旡
彊
。

明
治
九
年
丙
子
五
月
、

秋
巖
萩
原
翬
書
幷
題
額
。

廣
瀬
群
鶴
鐫
。

◎
校
勘
（
「
敬
宇
文
集
」
）

＊
１

「
文
集
」
作
「
超
出
」。

＊
２

「
文
集
」
作
「
然
自
始
種
茶
」
。

＊
３

「
文
集
」
作
「
其
名
漸
既
彰
著
」。

＊
４

「
文
集
」
作
「
歳
」。

＊
５

「
文
集
」
作
「
蓋
千
有
萬
金
矣
」。

＊
６

「
文
集
」
作
「
而
如
」。

＊
７

「
文
集
」
作
「
名
號
」。

＊
８

「
文
集
」
作
「
趨
」。

＊
９

「
文
集
」
作
「
茅
」。

＊

「
文
集
」
作
「
如
那
須
野
原
者
、
所
在
皆
然
。
而
今
則
武
蔵
上
下
毛
以
及
相
模
、
嘗
爲
豺
狼
狐
兔

10
之
所
窟
宅
者
。

＊

「
文
集
」
作
「
沃
壤
膏
土
」。

11
＊

「
文
集
」
無
。

12
＊

「
文
集
」
作
「
則
又
」。

13
＊

「
文
集
」
作
「
後
來
雲
仍
之
福
」。

14
＊

「
文
集
」
作
「
今
日
人
民
之
」
。

15
＊

「
文
集
」
無
。

16
＊

「
文
集
」
作
「
更
大
」。

17
＊

「
文
集
」
無
。

18
＊

「
文
集
」
作
「
村
野
彌
七
者
」
。

19
＊

「
文
集
」
作
「
承
其
郷
人
之
意
、
來
」。

20
＊

「
文
集
」
作
「
將
欲
勒
諸
石
」
。

21
＊

「
文
集
」
作
「
武
陽
」。

22
＊

「
文
集
」
作
「
狹
山
闢
場
、
規
模
恢
張
」。

23
＊

「
文
集
」
作
「
製
法
精
良
、
樹
幟
一
方
」。

24
＊

「
文
集
」
作
「
菟
道
頡
頏
」。

25
●
訓
訳

重
ね
て
狹
山
茶
場
碑
を
建
つ
る
の
記
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江
戸
、
中
村
正
直
撰
す
。

關
左
の
茶
を
以
て
名
あ
る
者
は
、
曰
く
、
狹
山
と
。
宇
治
と
東
西
相
ひ
頡
頏
す
。

或
ひ
は
曰
く
、
其
の
茶
の
香
氣
は
、
宇
治
の
上
に
出
づ
、
と
。

狹
山
は
、
武
蔵
の
入
閒
郡
に
在
り
。

其
の
始
め
は
一
荒
僻
の
地
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

茶
を
種
え
し
よ
り
以
來
、
歳
を
逐
ひ
て
増
殖
し
、
其
の
名
既
に
大
い
に

彰

る
こ
と
、
藕

潢
林
君
の

あ
ら
は

ぐ
う
く
わ
う

文
に
徴
す
べ
し
。

蓋
し
海
關
の
禁
弛
み
て
よ
り
、
互
市
盛
ん
に
行
は
る
。
我
が
國
の
茶
葉
は
出
口
品
の
冠
た
り
。

ゆ
る

毎
年
、
海
外
に
輸
將
す
る
者
は
千
有
萬
斤
な
り
。

宇
治
の
製
の
如
き
、
昔
は
獨
り
美
を
邦
内
に

擅

に
す
る
も
、
今
は
則
ち
歐
亞
に
著
稱
せ
ら
る
。

ほ
し
い
ま
ま

而
し
て
狹
山
の
茶
、
後
に
起
り
て
雄
を
爭
ひ
、
洋
賈
の
東
に
旅
す
る
者
、
其
の
記
號
に
非
ざ
れ
ば
顧
み
ざ

る
に
至
る
。

盛
と
謂
ふ
べ
し
。

抑
々
利
の
在
る
所
は
、
民
の
赴
く
所
な
り
。

昔
者
關
左
は
、
地
曠
く
人
希
に
し
て
、
彌
望
黄
茆
白
葦
に
し
て
、
豺
狼
狐
兔
の
窟
宅
す
る
所
と
な
る
者

む
か
し

ひ
ろ

ま
れ

び
ぼ
う

な
り
。

盡
く
已
に
墾
闢
せ
ら
れ
て
、
沃
壤
と
な
る
。

而
し
て
其
の
出
だ
す
所
の
茶
は
、
則
ち
題
簽
し
て
狹
山
と
曰
は
ざ
る
は
莫
し
。

狹
山
の
名
、
是
に
お
い
て
か
廣
ま
る
。

夫
の
舊
碑
を
原
ぬ
る
に
、
天
保
三
年
に
建
て
ら
れ
し
も
の
な
り
。

た
づ

是
の
時
、
未
だ
海
外
互
市
の
事
有
ら
ず
。

然
り
し
て
人
民
勤
勉
倡
導
し
て
以
て
産
物
の
熾
盛
な
る
を
致
す
。

豫

め
今
日
の
輪
出
品
の
基
礎
を
立
つ
る
者
の
若
し
。
其
の
功
豈
に
淺
尟
な
ら
ん
や
。

あ
ら
か
じ

前
事
の
忘
れ
ざ
る
は
、
後
事
の
師
な
り
。

夫
れ
既
に
狹
山
茶
場
の
盛
ん
な
る
は
、
實
に
其
の
父
祖
の
勤
勉
の
力
に
由
る
を
知
る
な
り
。

則
ち
當
に
知
る
べ
し
、
後
來
の
福
利
は
、
又
た
其
の
子
孫
の
繼
續
し
て
怠
た
ら
ず
、
以
て
益
々
前
緒
を
恢

弘
す
る
に
在
る
を
。

勗
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。

つ
と

且
つ
予
之
を
聞
く
、

人
民
の
克
く
職
業
に
勤
む
る
は
、
務
め
は
一
家
を
富
ま
さ
ん
と
す
る
者
な
り
。

其
の
全
國
を
利
す
る
は
、
一
家
の
利
よ
り
も
大
な
り
、
と
。

余
、
既
に
狹
山
人
民
の
、
昔
日
に
勤
勉
に
し
て
、
以
て
昌
盛
を
今
に
致
す
を
嘉
す
。

よ
み

則
ち
又
た
更
に
望
む
、
其
の
堅
忍
耐
久
し
て
、
少
利
害
に
屈

撓
せ
ず
、
能
く
前
を
光
し
て
後
を
啓
き
、

く
つ
と
う

て
ら

益
々
以
て
邦
國
の
福
利
を
崇
殖
す
る
こ
と
有
ら
ん
こ
と
を
。

熊
谷
縣
人
の
某
、
來
り
て
其
の
郷
人
の
意
を
代
言
し
て
、
余
に
文
を
求
む
。
諸
を
石
に
勒
し
て
、
以
て

こ
れ

舊
碑
に
追
配
せ
ん
と
す
。

余
深
く
此
の
舉
を
喜
ぶ
。

故
に
其
の
請
ひ
に
應
じ
、
而
し
て
之
に
系
く
る
に
詞
を
以
て
す
。

こ

か

曰
く
、

茶
は
東
方
に
産
し
、
味
は
甘
く
且
つ

香

し
。

か
ん
ば
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狹
山
の
郷
、
此
れ
焉
に
場
を
開
く
。

土
性
最
も
良
く
、
菟
道
に
頡
頏
せ
り
。

う

ぢ

聲
名
丕
い
に
彰
れ
て
、
建
陽
を
壓
倒
す
。

お
ほ

洋
客
競
ひ
て
嘗
め
、
日
に
萬
箱
を
購
ふ
。

彼
の
胃
腸
を

沾

し
、
我
が
槖
嚢
を
富
ま
す
。

う
る
ほ

昔
人
の
謀
の
臧
き
は
、
邦
國
の

慶

ひ
な
り
。

よ

さ
い
は

繼
嗣
克
く
昌
ん
に
せ
ば
、
福
利
彊
り
な
か
ら
ん
。

よ

か
ぎ

明
治
九
年
丙
子
五
月

秋
巖
萩
原
翬
、
書
し
、
幷
び
に
題
額
す
。

廣
瀬
群
鶴
、
鐫
す
。

●
人
物

○
中
村
正
直

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
か
ら
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
。
字
は
敬
輔
、
号
は
敬

宇
。
江
戸
幕
府
同
心
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
昌
平
坂
学
問
所
寄
宿
寮
に

入
り
、
佐
藤
一
斎
に
儒
学
を
、
箕
作
圭
吾
に
英
語
を
習
う
。
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
幕
府
御
用
儒

者
と
な
り
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
留
学
生
を
率
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
る
。
同
四
（
一
八
六
八
）

年
に
帰
国
し
、
大
蔵
省
翻
訳
局
や
東
京
大
学
に
任
官
し
た
。
同
六
（
一
八
七
三
）
年
に
は
、
福
沢
諭
吉
、

森
有
礼
ら
と
明
六
社
を
設
立
。
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
訳
書
に
『
西
国
立
志
編
』
な
ど
が
あ

る
。
中
村
の
漢
詩
文
集
に
、
松
村
操
纂
輯
編
『
敬
宇
先
生
詩
文
偶
抄
』
（
思
誠
堂
、
一
八
八
一
年
）
、
『
敬

宇
文
集
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
○
三
）
が
あ
る
。
本
碑
文
撰
文
は
四
十
五
歳
の
と
き
。

○
藕
潢

林

韑

の
号
。
寛
政
十
二
（
一
八
○
○
）
年
か
ら
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
。
林
家
八
代
述

あ
き
ら

斎
の
第
六
子
。
書
物
奉
行
、
西
丸
留
守
居
役
な
ど
を
歴
任
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
本
家
を
相
続
し
、

大
学
頭
を
名
乗
り
、
復
斎
と
号
し
た
。
全
権
の
一
人
と
し
て
、
同
七
（
一
八
五
四
）
年
の
日
米
和
親
条
約

に
調
印
。
江
戸
時
代
の
対
外
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
「
通
航
一
覧
」
を
編
纂
し
た
。
「
重
闢
茶
塲
碑
」
碑

文
を
撰
文
し
た
の
は
、
三
十
三
歳
、
幕
府
官
僚
時
代
で
あ
る
。

○
秋
巖
萩
原
翬

享
和
三
（
一
八
○
三
）
年
か
ら
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
。
諱
が
翬
、
秋
巌
は
号
。
字

は
文
侯
、
通
称
は
祐
助
、
の
ち
自
然
と
改
め
る
。
幕
末
三
筆
の
一
人
卷
菱
湖
門
下
で
、
中
沢
雪
城
・
大
竹

蒋
塘
・
生
方
鼎
斎
と
と
も
に
四
天
王
と
呼
ば
れ
た
。
本
碑
文
を
書
い
た
の
は
七
十
四
歳
、
死
の
前
年
。

○
廣
瀬
群
鶴

碑
銘
字
彫
師
の
名
称
だ
が
、
む
し
ろ
彼
を
頭
領
と
す
る
石
工
工
房
の
名
称
と
す
る
の
が

実
態
に
あ
う
だ
ろ
う
。
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
ま
で
九
代
続
い
た
。
東
京
を
中
心
に
数
多
く
の
作
品
を
残

し
て
い
る
が
、
幕
末
期
に
は
、
「
小
笠
原
新
は
り
の
記
」
や
「
八
丈
島
西
山
卜
神
記
碑
」
な
ど
、
政
治
的

・
歴
史
的
に
重
要
な
碑
文
の
雋
刻
も
手
が
け
て
い
る
。
埼
玉
県
に
も
本
碑
以
外
に
少
な
く
な
い
。

●
注

○
茶
場

茶
業
農
場
く
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
農
場
と
は
、
茶
葉
の
生
産
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
精

製
・
保
存
、
製
品
と
し
て
の
出
荷
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に
扱
う
。

○
關
左

関
東
。
南
面
す
れ
ば
、
東
は
左
。

○
頡
頏

拮
抗
。
勢
力
が
張
り
合
っ
て
い
て
、
差
が
無
い
さ
ま
。

○
一

ひ
と
つ
の
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
。
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○
荒
僻

荒
れ
果
て
た
田
舎
。

○
逐
歳

歳
ご
と
に
。
毎
年
毎
年
。

○
増
殖

数
が
多
い
さ
ま
。
人
口
や
富
が
増
え
、
村
が
豊
か
に
大
き
く
な
る
こ
と
か
。

○
海
關
禁

海
關
は
、
海
岸
の
関
所
。
海
關
の
禁
は
、
い
わ
ゆ
る
「
海
禁
政
策
」
。
か
つ
て
は
「
鎖
国
」

と
称
し
て
い
た
が
、
対
外
私
貿
易
を
禁
止
し
、
お
上
が
貿
易
を
管
理
す
る
も
の
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

朝
鮮
や
明
で
も
取
ら
れ
て
い
た
。

○
互
市

外
国
と
の
交
易
。

○
出
口

輸
出
。
江
戸
時
代
、
日
本
が
外
国
と
の
交
易
を
行
っ
て
い
た
場
所
、
「
松
前
、
対
馬
、
長
崎
、

琉
球
」
を
総
称
し
て
「
四
つ
の
口
」
と
言
う
。

○
輸
將

將
は
送
。
輸
將
で
、
運
送
。

○
千
有
萬
斤

有
は
、
又
。
さ
ら
に
。
千
斤
、
さ
ら
に
は
万
斤
。

○
美

優
れ
る
、
素
晴
ら
し
い
。

○
著
稱

名
を
な
す
、
有
名
に
な
る
。

○
歐
亞

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
。
西
洋
と
東
洋
で
、
世
界
全
体
。

○
爭
雄

勝
ち
を
争
う
。

○
洋
賈

西
洋
商
人
。

○
旅
于
東
者

こ
の
「
東
」
は
、
日
本
の
東
で
あ
れ
ば
、
「
西
は
宇
治
、
東
は
狹
山
」
と
な
る
が
、
あ
る

い
は
「
東
洋
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
記
號

記
憶
や
識
別
の
便
の
た
め
に
つ
け
た
印
を
言
う
。
こ
こ
で
は
「
狹
山
」
の
商
標
だ
ろ
う
、
「
文

集
」
で
は
、
「
名
號
」
と
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
、
名
前
・
称
号
。

○
彌
望

彌
は
、
広
く
行
き
渡
る
。
眺
望
が
行
き
渡
る
で
、
み
わ
た
す
か
ぎ
り
。

○
黄
茆
白
葦

茆
は
、
茅
に
通
じ
る
。
「
文
集
」
は
「
黄
茅
」
に
作
る
。
「
黄
茅
白
葦
」
は
、
黄
色
い
茅

や
白
い
葦
が
生
い
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
で
、
均
質
で
単
調
な
光
景
を
象
徴
す
る
表
現
。
「
彌
望
皆
黄
茅

白
葦
」
の
句
は
、
蘇
軾
が
王
安
石
の
政
策
が
人
々
を
同
一
化
さ
せ
る
も
の
だ
と
し
て
批
判
し
た
文
に
登
場

す
る
。

○
豺
狼

山
犬
と
オ
オ
カ
ミ
。

○
窟
宅

ほ
ら
あ
な
に
棲
む
。

○
沃
壤

肥
え
た
土
地
。

○
題
簽

商
標
ラ
ベ
ル
。

○
舊
碑

重
闢
狹
山
茶
塲
碑
。

○
天
保
三
年

西
暦
一
八
三
二
年
。

○
倡
導

真
っ
先
に
言
い
出
す
。

○
熾
盛

燃
え
さ
か
る
よ
う
に
盛
ん
な
さ
ま
。

○
尟

わ
ず
か
、
少
な
い
。

○
前
事
之
不
忘
、
後
事
之
師
也

前
漢
賈
誼
「
過
秦
論
」
（
「
史
記
」
秦
始
皇
本
紀
引
）
に
「
野
諺
曰
『
前

事
之
不
忘
、
後
事
之
師
也
』
。
是
以
君
子
爲
國
、
觀
之
上
古
、
驗
之
當
世
（
俗
諺
に
言
う
「
以
前
の
事
を

忘
れ
な
い
こ
と
が
、
後
の
も
の
の
お
手
本
と
な
る
」
と
あ
る
。
だ
か
ら
君
子
が
国
を
治
め
る
に
あ
た
っ
て

は
上
古
の
事
柄
を
よ
く
調
べ
、
そ
れ
を
当
世
に
あ
て
は
め
て
み
る
）」
と
あ
る
。

○
恢
弘

広
げ
て
大
き
く
す
る
。

○
前
緒

先
人
の
残
し
た
事
業
。

○
勗

勖
に
同
じ
。
つ
と
め
る
。
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○
職
業

生
活
の
た
め
の
日
常
の
仕
事
。

○
務

役
目
。

○
其

人
民
が
職
業
に
勤
め
る
こ
と
。

○
既

○
○
し
終
え
る
。

○
嘉

賛
美
す
る
、
高
く
評
価
す
る
。

○
昌
盛

盛
ん
に
な
る
。
隆
盛
す
る
。

○
其

狹
山
人
民
を
指
す
。

○
堅
忍

意
思
が
固
く
粘
り
強
い
さ
ま
。

○
耐
久

長
く
持
続
す
る
、
長
い
間
た
え
る

○
屈
撓

し
り
ご
み
す
る
、
ひ
る
む
。

○
光
前

光
は
輝
か
す
。
前
は
前
代
、
祖
先
。
祖
先
の
光
栄
を
さ
ら
に
増
す
。
「
光
前
裕
後
」
は
、
祖
先

の
光
栄
を
増
し
て
、
子
孫
に
恩
沢
を
及
ぼ
す
。

○
崇

高
く
す
る
。

○
殖

増
や
す
。

○
詞

「
詞
」
は
、
口
語
的
な
韻
文
の
一
種
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
銘
」
と
同
じ
よ
う
な
、
文
語

ツ
ー

的
な
韻
文
。
碑
文
で
は
、
散
文
で
事
柄
を
客
観
的
に
述
べ
る
碑
記
だ
け
で
は
な
く
、
「
墓
碑
銘
」
や
こ
の

碑
の
「
詞
」
の
よ
う
に
叙
情
的
に
う
た
う
韻
文
を
書
き
添
え
る
こ
と
が
よ
く
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
銘
」

や
「
詞
」
は
、
必
須
で
は
な
い
。

○
菟
道

宇
治
。「
う
じ
」
の
語
源
は
、
兎
が
群
れ
て
通
っ
た
「
う
さ
ぎ
み
ち
」
と
す
る
説
が
あ
る
。

○
建
陽

福
建
省
北
部
の
県
。
北
部
は
武
夷
山
麓
の
茶
園
地
域
に
相
当
し
、
中
国
随
一
の
銘
茶
の
産
地
と

さ
れ
る
。

○
槖
嚢

ど
ち
ら
も
袋
。
懐
、
財
布
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
題
】

再
び
狹
山
茶
場
の
碑
を
建
て
る
の
記

【
撰
者
】

江
戸
の
、
中
村
正
直
が
撰
述
す
る
。

【
銘
茶
、
狭
山
茶
】

関
東
に
お
い
て
茶
で
有
名
な
も
の
は
、
狭
山
で
あ
る
。
宇
治
と
東
西
で
拮
抗
し
て
い
る
。

あ
る
も
の
は
、「
お
茶
の
香
り
と
し
て
は
、
宇
治
よ
り
も
優
れ
て
い
る
」
と
言
う
。

【
狭
山
の
地
と
茶
場
開
闢
】

狭
山
の
地
は
、
武
蔵
国
の
入
閒
郡
に
あ
る
。

も
と
も
と
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
荒
れ
果
て
た
田
舎
の
地
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
茶
を
植
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
年
を
追
っ
て
人
も
増
え
、
村
が
栄
え
、
そ
の
名
が
大
い
に

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
林
復
斎
の
手
に
な
る
「
重
闢
茶
場
碑
」
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

【
海
外
交
易
に
お
け
る
茶
の
重
要
性
と
狭
山
茶
】

思
う
に
、
安
政
の
開
国
に
よ
り
、
海
禁
政
策
は
解
か
れ
て
、
外
国
と
の
交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
我
が
国
か
ら
の
輸
出
品
の
ト
ッ
プ
は
茶
葉
で
あ
っ
た
。

毎
年
、
海
外
に
輸
出
す
る
量
は
、
千
斤
か
ら
万
斤
に
お
よ
ぶ
大
量
の
も
の
と
な
っ
た
。

宇
治
茶
な
ど
は
、
昔
は
日
本
国
内
で
そ
の
美
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
や
世
界
中
で
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有
名
な
お
茶
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
狭
山
茶
は
、
後
発
で
は
あ
っ
た
が
勝
ち
を
争
う
ま
で
に
な
り
、
東
洋
へ
や
っ
て
き
た
西
洋
の

商
人
な
ど
は
「
狹
山
」
の
商
標
が
な
い
も
の
に
は
目
を
向
け
る
こ
と
さ
え
し
な
く
な
る
ほ
ど
に
至
っ
た
。

ま
こ
と
に
盛
ん
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

【
関
東
の
お
茶
を
代
表
す
る
「
狹
山
」
の
名
】

そ
も
そ
も
、
利
益
を
生
む
と
こ
ろ
へ
集
ま
る
と
い
う
の
は
、
人
間
の
習
性
で
あ
る
。

昔
、
関
東
は
土
地
は
だ
だ
っ
広
い
が
、
住
む
人
間
は
ま
れ
、
み
わ
た
す
か
ぎ
り
黄
色
い
茅
や
白
い
葦
が

生
い
茂
る
ば
か
り
で
、
山
犬
や
オ
オ
カ
ミ
、
狐
や
ウ
サ
ギ
が
棲
む
原
野
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
こ
と
ご
と
く
開
墾
さ
れ
て
沃
野
と
な
る
（
と
、
人
が
た
く
さ
ん
す
む
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
産

業
が
生
ま
れ
た
）。

そ
し
て
こ
の
地
か
ら
算
出
す
る
茶
は
、
み
な
「
狹
山
」
の
商
標
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
狹
山
」
の
名
前
は
、
こ
こ
か
ら
広
ま
り
一
般
化
し
た
。

【
海
外
貿
易
時
代
の
茶
産
業
】

古
い
「
重
闢
茶
場
碑
」
を
遡
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
天
保
三
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
は
、
ま
だ
海
禁
政
策
の
時
代
で
、
海
外
と
の
交
易
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
狹
山
の
人
々
は
、
勤
勉
に
率
先
し
て
勤
め
励
み
、
盛
ん
な
製
茶
事
業
を
作
り
上
げ
た
。

そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
子
孫
達
が
、
過
酷
な
競
争
で
あ
る
輸
出
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
予
見
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
事
業
の
基
礎
を
作
っ
て
く
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
功
績
た
る
や
、
ま
こ
と
に
偉
大
な
も

の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
う
い
う
諺
が
あ
る
「
前
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
、
後
の
も
の
の
お
手
本
と
な
る
」
と
。

そ
も
そ
も
、
狹
山
茶
塲
が
盛
ん
で
あ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
父
祖
た
ち
の
勤
勉
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
後
の
も
の
た
ち
の
幸
福
利
益
は
、
子
孫
達
が
父
祖
達
の
勤
勉

努
力
を
継
続
し
て
怠
ら
ず
、
先
人
の
事
業
を
さ
ら
に
、
益
々
隆
盛
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
、
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

努
力
し
な
い
で
お
れ
よ
う
か
。

【
一
家
の
利
益
か
ら
全
国
の
福
利
へ
】

加
え
て
わ
た
し
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

「
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
に
勤
め
励
む
の
は
、
自
分
の
家
を
富
ま
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

生
業
に
励
む
こ
と
が
、
国
全
体
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
家
を
富
ま
す
よ
り
も
よ

り
大
き
な
こ
と
で
あ
る
」
と
。

わ
た
し
は
、
す
で
に
、
か
つ
て
の
狹
山
の
人
々
が
勤
勉
に
働
き
、
そ
れ
が
現
在
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た

こ
と
を
褒
め
称
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
更
に
次
の
よ
う
に
望
む
、
現
在
の
狹
山
の
人
々
が
、
目
先
の
小
さ
な
利
害
に
ひ
る
む
こ
と
な

く
、
硬
い
意
思
を
持
ち
続
け
て
長
い
努
力
に
耐
え
、
そ
の
結
果
、
先
人
の
光
栄
を
更
に
輝
か
し
て
そ
れ
を

後
世
に
伝
え
広
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
我
が
国
全
体
の
幸
福
と
利
益
と
を
益
々
高
め
増
や
し
て
行

か
れ
ん
こ
と
を
。

【
建
碑
の
企
て
と
碑
文
撰
文
の
依
頼
】

熊
谷
県
の
某
が
、
私
を
訪
ね
て
き
て
、
郷
人
の
意
思
を
代
表
し
て
、
私
に
碑
文
を
撰
す
る
よ
う
に
依
頼

し
て
き
た
。
そ
の
文
を
石
碑
に
刻
み
、
天
保
の
石
碑
に
並
び
配
置
し
た
い
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

わ
た
し
は
こ
の
企
て
を
大
変
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
、
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
そ
の
依
頼
を
承
諾
し
て
碑
記
を

撰
し
た
。
さ
ら
に
韻
文
の
「
詞
」
を
作
り
、
文
に
書
き
添
え
る
。
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【
詞
】

そ
の
「
詞
」

お
茶
は
（
日
本
の
）
東
で
産
出
す
る
、
そ
の
味
は
甘
く
、
ま
た
香
は
芳
し
い
。

狹
山
の
郷
で
、
茶
場
が
開
か
れ
た
の
だ
。

土
地
の
性
質
は
と
て
も
よ
く
、
日
本
最
高
と
さ
れ
る
宇
治
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
。

銘
茶
と
し
て
の
名
声
は
大
い
に
輝
き
、
中
国
随
一
と
さ
れ
る
武
夷
山
を
圧
倒
す
る
に
至
る
。

欧
米
の
商
人
達
は
競
い
争
っ
て
賞
味
し
、
一
日
で
一
万
箱
を
買
い
入
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

狹
山
茶
は
、
欧
米
人
の
胃
腸
を
潤
す
が
、
同
時
に
わ
が
日
本
に
富
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

昔
の
狹
山
の
人
々
の
良
い
働
き
が
、
我
が
国
の
幸
い
を
も
た
ら
し
た
。

あ
と
を
継
ぐ
今
の
狹
山
の
人
々
が
こ
の
事
業
を
更
に
盛
ん
に
す
れ
ば
、

幸
福
と
利
益
は
限
り
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
記
事
】

明
治
九
年
丙
子
の
歳
五
月
、

秋
巖
萩
原
翬
が
書
し
、
あ
わ
せ
て
題
額
も
書
し
た
。

廣
瀬
群
鶴
が
鐫
刻
し
た
。

三
．
主
な
参
考
資
料

①
本
文
翻
刻

・
入
間
市
『
入
間
市
史
』
中
世
史
料
・
金
石
文
編
（
一
九
八
三
）

②
訓
読
な
ら
び
に
解
説

・
大
護
八
郎
、
埼
玉
県
茶
業
協
会
著
『
狭
山
茶
業
史
』（
埼
玉
県
茶
業
協
会
、
一
九
七
三
）。

③
同
文

・
『
敬
宇
文
集
』
巻
十
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
○
三
）

④
関
連
碑
文

・
宮
寺
「
重
闢
茶
塲
碑
」
（
「
入
間
○
二
）」

・
金
子
「
狹
山
茶
塲
碑
」
（
「
入
間
○
四
」）

・
金
子
「
北
狹
山
茶
場
碑
」（
「
入
間
○
五
」
）

・
瑞
穂
「
狹
山
茶
場
之
碑
」（
「
東
京
○
一
」
）

以
上

二
○
二
四
年
七
月

薄
井
俊
二
訳
す


